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はじめに 

 

識
しき

字
じ

という言
こと

葉
ば

は、1990年
ねん

を「国際
こくさい

識
しき

字
じ

年
ねん

」とした国連
こくれん

の取組
とりくみ

や民間
みんかん

レベルの「国際
こくさい

識
しき

字
じ

の 10年
ねん

」の取組
とりくみ

、また、民間
みんかん

諸団体
しょだんたい

の活動
かつどう

や、大
おお

阪
さか

府
ふ

をはじめとする各
かく

自
じ

治
ち

体
たい

の識
しき

字
じ

施
し

策
さく

などをとおして、多
おお

くの人々
ひとびと

に

知
し

られるようになってきた。 

識
しき

字
じ

はアジア、アフリカなどの発展
はってん

途
と

上
じょう

国
こく

だけの課
か

題
だい

ではなく、

アメリカ、フランス、イギリスなどの先進国
せんしんこく

をはじめとして、日
に

本
ほん

に

おいても解決
かいけつ

に向
む

けて取
と

り組
く

むべき重
じゅう

要
よう

な課
か

題
だい

である。 

同
どう

和
わ

地区
ち く

出
しゅっ

身
しん

者
しゃ

、在日
ざいにち

韓国
かんこく

・朝鮮人
ちょうせんじん

、障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

、差
さ

別
べつ

や貧困
ひんこん

な

どのさまざまな原因
げんいん

により義務
ぎ む

教育
きょういく

を修
しゅう

了
りょう

することができなかっ

た人
ひと

たちなどが、識
しき

字
じ

学級
がっきゅう

や日
に

本
ほん

語
ご

学級
がっきゅう

（以下
い か

「識
しき

字
じ

･日
に

本
ほん

語
ご

学級
がっきゅう

」

という。）で学
まな

ぶ実 情
じつじょう

をみるとき、識
しき

字
じ

問題
もんだい

はいまだ解決
かいけつ

されたとは

いえない。 

識
しき

字
じ

問題
もんだい

は 21世
せい

紀
き

に残
のこ

された、世
せ

界
かい

のすべての国
くに

が取り組
と  く

むべき

重要
じゅうよう

な課
か

題
だい

のひとつである。 
 

 

１ 識
しき

字
じ

の取組
とりくみ

 
 

（１）識
しき

字
じ

の定
てい

義
ぎ

 

 

世
せ

界
かい

人権
じんけん

宣言
せんげん

や国際
こくさい

人権
じんけん

規
き

約
やく

の中
なか

では、教 育
きょういく

を受
う

ける権
けん

利
り

はだれ

もうばわれることのない権
けん

利
り

とされているように、差
さ

別
べつ

や貧困
ひんこん

など

により教育
きょういく

を受
う

ける権
けん

利
り

をうばわれてきたことからくる識
しき

字
じ

問題
もんだい



  

は、基
き

本
ほん

的
てき

人権
じんけん

に深
ふか

くかかわる問題
もんだい

である。 

 

国連
こくれん

においては、識
しき

字
じ

を、すべての青少年
せいしょうねん

と成人
せいじん

にとって生活
せいかつ

の

中
なか

で出
で

あうさまざまな問題
もんだい

に立
た

ち向
む

かうための、基
き

本
ほん

的
てき

な能力
のうりょく

を得
え

るために必要
ひつよう

な力
ちから

であるとともに、21世
せい

紀
き

の社会
しゃかい

・経済
けいざい

に参
さん

加
か

する

ために必要
ひつよう

となる、基礎
き そ

教育
きょういく

における重 要
じゅうよう

なステップとしている。 

識
しき

字
じ

の定
てい

義
ぎ

は時
じ

代
だい

とともに移
うつ 

り変
か

わっている。 

識
しき

字
じ

を単
たん

に読み書
よ  か

きができることとしていた国連
こくれん

においても、

1990年
ねん

の「国際
こくさい

識
しき

字
じ

年
ねん

」では、複雑
ふくざつ

な社会
しゃかい

の要請
ようせい

に対応
たいおう

するのに十 分
じゅうぶん

な識
しき

字
じ

レベルに達
たっ

していることを意味
い み

するとした。 

現在
げんざい

では、社会
しゃかい

生活
せいかつ

をいとなむための基
き

礎
そ

的
てき

な力
ちから

や、変
へん

化
か

する社
しゃ

会
かい

に 自
みずか

ら参
さん

加
か

できる力
ちから

をさすとしている。また、コンピュータや

情報
じょうほう

機器
き き

を使
つか

う力
ちから

、法律
ほうりつ

を理
り

解
かい

して活用
かつよう

する 力
ちから

、健康
けんこう

や環境
かんきょう

な

どについて理
り

解
かい

する力
ちから

などもふくむものとしている。 

このようなことから、本
ほん

指
し

針
しん

においては、識
しき

字
じ

を、言
こと

葉
ば

や文字
も じ

の

習
しゅう

得
とく

をとおして社会
しゃかい

に参
さん

加
か

し、主体的
しゅたいてき

に発言
はつげん

ができるコミュニケー

ション能力
のうりょく

を身
み

につけることととらえ、視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

における点
てん

字
じ

の習
しゅう

得
とく

、聴覚
ちょうかく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

における手
しゅ

話
わ

の習
しゅう

得
とく

もふくめるものとする。 

しかし、さまざまな場
ば

面
めん

で、多
た

様
よう

な目的
もくてき

をもって 行
おこな

われている

外国人
がいこくじん

の日
に

本
ほん

語
ご

学習
がくしゅう

については、そのすべてを識
しき

字
じ

としてとらえる

ことは困難
こんなん

である。識
しき

字
じ

･日
に

本
ほん

語
ご

学級
がっきゅう

の中
なか

には、識
しき

字
じ

活動
かつどう

の実績
じっせき

を

いかして、新
あら

たに渡
と

日
にち

した定 住
ていじゅう

外国人
がいこくじん

への日
に

本
ほん

語
ご

学習
がくしゅう

活動
かつどう

を 行
おこな

っ

ているところもあることから、これらの活動
かつどう

の促進
そくしん

も視野
し や

にいれる

ものとする。    

 



  

 

 

（２）大阪
おおさか

の取組
とりくみ

 

 

「国
こく

際
さい

識
しき

字
じ

年
ねん

」以
い

降
こう

、大
おお

阪
さか

府
ふ

においては識
しき

字
じ

の推進
すいしん

に取
と

り組
く

むた

め、庁 内
ちょうない

体制
たいせい

を整
せい

備
び

し「大
おお

阪
さか

府
ふ

識
しき

字
じ

施
し

策
さく

推進
すいしん

指
し

針
しん

」を策定
さくてい

するなど、

全庁的
ぜんちょうてき

に施
し

策
さく

の積極的
せっきょくてき

な推進
すいしん

につとめてきた。 

その結
けっ

果
か

、先導的
せんどうてき

な取組
とりくみ

として「識
しき

字
じ

･日
に

本
ほん

語
ご

センター」が平
へい

成
せい

14

（2002）年
ねん

から機
き

能
のう

し、識
しき

字
じ

に関
かん

する情報
じょうほう

の提 供
ていきょう

や発信
はっしん

、相談
そうだん

な

どの活動
かつどう

を行
おこな

っている。 

また、市
し

町
ちょう

村
そん

においても、識
しき

字
じ

指
し

針
しん

などの策定
さくてい

や識
しき

字
じ

･日
に

本
ほん

語
ご

学級
がっきゅう

の開設
かいせつ

など、識
しき

字
じ

を推進
すいしん

するための取組
とりくみ

が行
おこな

われている。 

そのような状 況
じょうきょう

の中
なか

で、いまなお識
しき

字
じ

を必要
ひつよう

とする人々
ひとびと

がいる

ことから、大
おお

阪
さか

府
ふ

においては、識
しき

字
じ

問題
もんだい

の解決
かいけつ

に向
む

け、よりいっそ

う識
しき

字
じ

施
し

策
さく

を推進
すいしん

するため、「国連
こくれん

識
しき

字
じ

の 10年
ねん

」を機
き

に指
し

針
しん

を改訂
かいてい

す

ることとした。 

 

（３）「国連
こくれん

識
しき

字
じ

の 10年
ねん

」の意義
い ぎ

 

 

国連
こくれん

においては、「国際
こくさい

識
しき

字
じ

年
ねん

」の翌年
よくねん

である 1991年
ねん

から 2000年
ねん

ま

での 10年間
ねんかん

を「国際
こくさい

識
しき

字
じ

の 10年
ねん

」として、すべての人
ひと

が文字
も じ

の読
よ

み

書
か

きができるようにすることを人類
じんるい

共 通
きょうつう

の目標
もくひょう

とした取組
とりくみ

を進
すす

め

てきた。 

2000年
ねん

のユネスコ統計
とうけい

によると、15歳
さい

以上
いじょう

の非
ひ

識
しき

字
じ

者
しゃ

の数
かず

は、全
ぜん

世
せ

界
かい

で約
やく

8億
おく

7,700万人
まんにん

と推定
すいてい

されている。 

地
ち

域
いき

別
べつ

にみると、アジア 6億
おく

1，390万人
まんにん

、アフリカ 1億
おく

4，032万人
まんにん

 、



  

ラテンアメリカ･カリブ 5,262万人
まんにん

と、アジアが世
せ

界
かい

の約
やく

70%を占
し

め

るほか、先進国
せんしんこく

においても 2,000万人
まんにん

にのぼっており、識
しき

字
じ

問題
もんだい

は

発展
はってん

途
と

上
じょう

国
こく

だけの問題
もんだい

ではないことがわかる。 

性別
せいべつ

における非
ひ

識
しき

字
じ

率
りつ

は、男性
だんせい

31.7%、女性
じょせい

55.9%と、識
しき

字
じ

がジェ

ンダーとも深
ふか

くかかわっていることがわかる。 

また、所得
しょとく

水 準
すいじゅん

の低
ひく

い国
くに

ほど文字
も じ

を学
まな

ぶ機
き

会
かい

が少
すく

なくなる傾向
けいこう

に

あるなど、貧困
ひんこん

とも深
ふか

くかかわっている。発展
はってん

途
と

上
じょう

国
こく

では、学校
がっこう

に

かよっていない 6歳
さい

から 11歳
さい

の子
こ

どもが 1億人
おくにん

以
い

上
じょう

おり、これら不
ふ

就
しゅう

学
がく

･ 長
ちょう

期
き

欠席
けっせき

の子
こ

どもたちは、成人
せいじん

非
ひ

識
しき

字
じ

者
しゃ

になる可
か

能
のう

性
せい

がある。 

このようなことから、国連
こくれん

においては 2003年
ねん

からの 10年
ねん

を「国連
こくれん

識
しき

字
じ

の 10年
ねん

」として、さらなる識
しき

字
じ

の取組
とりくみ

を進
すす

めることとした。 

「国連
こくれん

識
しき

字
じ

の 10年
ねん

」においては、識
しき

字
じ

を、社会
しゃかい

生活
せいかつ

をいとなむた

めの基
き

礎
そ

的
てき

な 力
ちから

や進
しん

歩
ぽ

する社会
しゃかい

に主体的
しゅたいてき

に参
さん

加
か

するための知
ち

識
しき

や

技
ぎ

能
のう

の習
しゅう

得
とく

とするとともに、生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

の基
き

盤
ばん

となって個
こ

人
じん

や地
ち

域
いき

社会
しゃかい

を活
かっ

性
せい

化
か

するものとしている。 

また、「国連
こくれん

識
しき

字
じ

の 10年
ねん

行動
こうどう

計画
けいかく

」においては、もっとも弱
よわ

く不
ふ

利
り

な立
たち

場
ば

におかれた子
こ

どもたちに配慮
はいりょ

し、総合的
そうごうてき

な幼
よう

児
じ

期
き

のケアや

教育
きょういく

を拡大
かくだい

･改善
かいぜん

することや、2015年
ねん

までに世
せ

界
かい

の成人
せいじん

、特
とく

に女性
じょせい

の

識
しき

字
じ

率
りつ

を 50%引
ひ

き上
あ

げ、すべての成人
せいじん

が基礎
き そ

教 育
きょういく

と継続
けいぞく

教 育
きょういく

への

平等
びょうどう

な機
き

会
かい

を得
え

られるようにすることなどを目標
もくひょう

としている。 

 

２ 大阪
おおさか

の識
しき

字
じ

 

 

（１）非
ひ

識
しき

字
じ

の現
げん

状
じょう

 

 



  

平成
へいせい

12（2000）年
ねん

5月
がつ

に大
おお

阪
さか

府
ふ

が実
じっ

施
し

した「同
どう

和
わ

問題
もんだい

の解決
かいけつ

に向
む

け

た実態
じったい

等
とう

調
ちょう

査
さ

報告書
ほうこくしょ

」によると、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の読
よ

み書
か

きに不
ふ

自
じ

由
ゆう

し

ている人
ひと

が 10.3%となっている。また、同年
どうねん

10月
がつ

の国勢
こくせい

調査
ちょうさ

による

と、大
おお

阪
さか

府
ふ

の未
み

就
しゅう

学
がく

者
しゃ

は 10年前
ねんまえ

と比
くら

べ約
やく

3,000人
にん

減 少
げんしょう

し、約
やく

12,000

人
にん

となっている。これらの人々
ひとびと

が非
ひ

識
しき

字
じ

者
しゃ

である可
か

能
のう

性
せい

が高
たか

いと思
おも

われる。 

大
おお

阪
さか

府
ふ

では、平成
へいせい

8(1996)年
ねん

に識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

学級
がっきゅう

の 調
ちょう

査
さ

、平成
へいせい

9(1997)年
ねん

に識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

学 級
がっきゅう

の学習者
がくしゅうしゃ

調
ちょう

査
さ

、さらに平成
へいせい

14(2002)

年
ねん

には識
しき

字
じ

学 級
がっきゅう

等
とう

の訪問
ほうもん

調
ちょう

査
さ

などを行
おこな

ってきた。 

この訪問
ほうもん

調
ちょう

査
さ

の結
けっ

果
か

から、府
ふ

内
ない

には公
こう

共
きょう

、民間
みんかん

をあわせて、約
やく

200

の識
しき

字
じ

･日
に

本
ほん

語
ご

学 級
がっきゅう

があり、約
やく

2,500人
にん

が学
まな

んでいることがわかる。

学習者
がくしゅうしゃ

のおよそ 70%は女性
じょせい

であり、また、およそ 75%が外国人
がいこくじん

であ

る。 

このほかに、手
しゅ

話
わ

、点
てん

字
じ

など 障
しょう

害
がい

者
しゃ

の識
しき

字
じ

活動
かつどう

、中国
ちゅうごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

の

「大
おお

阪
さか

府
ふ

中 国
ちゅうごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

自
じ

立
りつ

研 修
けんしゅう

センター」での学 習
がくしゅう

活動
かつどう

、さらに、

府
ふ

内
ない

7市
し

11 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

にある 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

夜
や

間
かん

学 級
がっきゅう

など、さまざまな場
ば

で

学習
がくしゅう

が行
おこな

われている。 

 

（２）識
しき

字
じ

の現
げん

状
じょう

と課
か

題
だい

 

 

①各
かく

地
ち

の識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

学級
がっきゅう

 

 

大
おお

阪
さか

府
ふ

では、 昭
しょう

和
わ

39(1964)年
ねん

に最初
さいしょ

の同
どう

和
わ

地区
ち く

識
しき

字
じ

学級
がっきゅう

が

発足
ほっそく

した。部
ぶ

落
らく

差
さ

別
べつ

や貧困
ひんこん

によって教 育
きょういく

を受
う

けることができなか

った人々
ひとびと

が自
みずか

らの 力
ちから

で文字
も じ

や言
こと

葉
ば

を学
まな

び、自
みずか

らの生
お

い立
た

ちをみ

つめ、差
さ

別
べつ

に立
た

ち向
む

かうために学
まな

びはじめたのが識
しき

字
じ

学 級
がっきゅう

のはじ



  

まりである。昭
しょう

和
わ

55(1980)年
ねん

から、大
おお

阪
さか

府
ふ

識
しき

字
じ

学級
がっきゅう

経験
けいけん

交流会
こうりゅうかい

などを毎年
まいとし

開催
かいさい

し、識
しき

字
じ

学 習
がくしゅう

の成
せい

果
か

を積
つ

み重
かさ

ねてきた。 

現在
げんざい

、府
ふ

内
ない

には、公 共
こうきょう

、民間
みんかん

をふくめてさまざまな識
しき

字
じ

･日
に

本
ほん

語
ご

学 級
がっきゅう

があり、非
ひ

識
しき

字
じ

のすべての人
ひと

にそれらの 情
じょう

報
ほう

が届
とど

くよう、

積極的
せっきょくてき

な広報
こうほう

、啓発
けいはつ

が求
もと

められている。 

識
しき

字
じ

･日
に

本
ほん

語
ご

学級
がっきゅう

では、差
さ

別
べつ

や貧困
ひんこん

、就
しゅう

学
がく

猶
ゆう

予
よ

や免除
めんじょ

などによ

って十 分
じゅうぶん

な教育
きょういく

を受
う

けられず読
よ

み書
か

きや計算
けいさん

などにこまってい

る人々
ひとびと

や、日
に

本
ほん

語
ご

の習
しゅう

得
とく

が十分
じゅうぶん

でないため日 常
にちじょう

生活
せいかつ

での不
ふ

安
あん

を

感
かん

じているさまざまな国籍
こくせき

の外国人
がいこくじん

も学 習
がくしゅう

している。 

これらの学習
がくしゅう

では、学習者
がくしゅうしゃ

の背景
はいけい

や年齢
ねんれい

、国籍
こくせき

などがことな

るため、それぞれのニーズに応
おう

じた運営
うんえい

が求
もと

められている。   

識
しき

字
じ

･日
に

本
ほん

語
ご

学級
がっきゅう

の運営
うんえい

には多
おお

くのボランティアが参画
さんかく

してお

り、活動
かつどう

を支
ささ

える人々
ひとびと

に対
たい

する研 修
けんしゅう

の充 実
じゅうじつ

とともに、多
おお

くの人々
ひとびと

がボランティアとして参
さん

加
か

できるようなシステムづくりが必要
ひつよう

で

ある。 

また、学習者
がくしゅうしゃ

のニーズに応
おう

じた効
こう

果
か

的
てき

な教 材
きょうざい

の開発
かいはつ

・提供
ていきょう

も

必要
ひつよう

である。 

 

     

②中 国
ちゅうごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

に対
たい

する日
に

本
ほん

語
ご

学 習
がくしゅう

 

 

第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大戦
たいせん

の混乱
こんらん

により中 国
ちゅうごく

東北
とうほく

地区
ち く

などで残 留
ざんりゅう

するこ

ととなった日
に

本
ほん

人
じん

およびその家
か

族
ぞく

など、いわゆる中 国
ちゅうごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

につ

いては、基
き

礎
そ

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

の教 育
きょういく

や、基
き

本
ほん

的
てき

な生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

を習
しゅう

得
とく

す

る必要
ひつよう

がある。 



  

このため、国
くに

は、孤児
こ じ

およびその同伴
どうはん

家
か

族
ぞく

を対 象
たいしょう

として、昭
しょう

和
わ

60(1985)年
ねん

に「 中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

孤児
こ じ

定
てい

着
ちゃく

促進
そくしん

センター」（残留
ざんりゅう

婦
ふ

人
じん

な

どのセンター受け入れ
う  い  

にともない、平成
へいせい

6(1994)年
ねん

に「 中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

定
てい

着
ちゃく

促進
そくしん

センター」と名
めい

称
しょう

変更
へんこう

）を開設
かいせつ

し、さらに、 昭
しょう

和
わ

62(1987)年
ねん

に「大阪
おおさか

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

孤児
こ じ

定
てい

着
ちゃく

促進
そくしん

センター」（現
げん

「大阪
おおさか

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

定
てい

着
ちゃく

促
そく

進
しん

センター」。残
ざん

留
りゅう

婦
ふ

人
じん

などの受
う

け入
い

れにと

もない平
へい

成
せい

6(1994)年
ねん

に名
めい

称
しょう

変
へん

更
こう

）を設
せっ

置
ち

した。 

また、大
おお

阪
さか

府
ふ

では、昭
しょう

和
わ

63(1988)年
ねん

に、「大
おお

阪
さか

府
ふ

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

自
じ

立
りつ

研
けん

修
しゅう

センター」を設
せっ

置
ち

し、「定
てい

着
ちゃく

促
そく

進
しん

センター」において 4 か

月
げつ

間
かん

（平成
へいせい

16(2004)年
ねん

度
ど

からは 6か月間
げつかん

）の研
けん

修
しゅう

を終
しゅう

了
りょう

した帰
き

国
こく

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

に、引
ひ

き続
つづ

き 8 か月
げつ

間
かん

、帰
き

国
こく

者
しゃ

の能
のう

力
りょく

に応
おう

じた日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

、生
せい

活
かつ

相
そう

談
だん

、 就
しゅう

労
ろう

相
そう

談
だん

などを行
おこな

っている。 

さらに、平
へい

成
せい

13(2001)年
ねん

11月
がつ

には、「近
きん

畿
き

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

支
し

援
えん

・交
こう

流
りゅう

センター」を設
せっ

置
ち

し、これまで国
くに

の援
えん

護
ご

対
たい

象
しょう

にならなかった二
に

世
せい

世
せ

帯
たい

などに対
たい

する基
き

礎
そ

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

や、帰
き

国
こく

後
ご

3年
ねん

を経
けい

過
か

した

帰
き

国
こく

者
しゃ

に対
たい

する就
しゅう

労
ろう

に結
むす

びつく日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

を行
おこな

っている。 

平
へい

成
せい

13(2001)年
ねん

8月
がつ

時
じ

点
てん

では、2,615世
せ

帯
たい

7,716人
にん

の帰
き

国
こく

者
しゃ

が大
おお

阪
さか

に暮
く

らしている。国
くに

の責
せき

任
にん

における、「定
てい

着
ちゃく

促
そく

進
しん

センター」、「自
じ

立
りつ

研
けん

修
しゅう

センター」、「支
し

援
えん

･交
こう

流
りゅう

センター」などでの対
たい

応
おう

を基
き

本
ほん

とし

て、大
おお

阪
さか

府
ふ

としては、帰
き

国
こく

者
しゃ

二
に

世
せい

世
せ

帯
たい

などの 中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

と

したボランティア団
だん

体
たい

などが実
じっ

施
し

する日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

に、引
ひ

き続
つづ

き助
じょ

成
せい

を行
おこな

い、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の機
き

会
かい

の 充
じゅう

実
じつ

につとめる必
ひつ

要
よう

がある。 

 

③手
しゅ

話
わ

・点
てん

字
じ

による識
しき

字
じ

 

 



  

平
へい

成
せい

15(2003)年
ねん

の統
とう

計
けい

によると、府
ふ

内
ない

（大
おお

阪
さか

市
し

、 堺
さかい

市
し

を除
のぞ

く）

には約
やく

13,700人
にん

の視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

と約
やく

12,700人
にん

の 聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

が暮
く

らしている。 

現
げん

在
ざい

、「第
だい

3次
じ

大
おお

阪
さか

府
ふ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

計
けい

画
かく

」にもとづいて、障
しょう

害
がい

者
しゃ

施
し

策
さく

を

進
すす

めているところであり、視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

･ 聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の点
てん

字
じ

・手
しゅ

話
わ

などの習
しゅう

得
とく

については、共
とも

に生
い

きる社
しゃ

会
かい

づくりの観
かん

点
てん

から、障
しょう

害
がい

者
しゃ

をとりまく人
ひと

々
びと

への普
ふ

及
きゅう

が必
ひつ

要
よう

である。 

そのため、点
てん

訳
やく

奉
ほう

仕
し

員
いん

、朗
ろう

読
どく

奉
ほう

仕
し

員
いん

、手
しゅ

話
わ

奉
ほう

仕
し

員
いん

、視
し

覚
かく

･ 聴
ちょう

覚
かく

重
ちょう

複
ふく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

（盲
もう

ろう者
しゃ

）通
つう

訳
やく

介
かい

助
じょ

者
しゃ

などの養
よう

成
せい

、派
は

遣
けん

の施
し

策
さく

に取
と

り

組
く

んでいる。今
こん

後
ご

とも、各
かく

種
しゅ

奉
ほう

仕
し

員
いん

などの養
よう

成
せい

制
せい

度
ど

の充
じゅう

実
じつ

強
きょう

化
か

を

はかる必
ひつ

要
よう

がある。 

また、広
こう

報
ほう

などの行
ぎょう

政
せい

文
ぶん

書
しょ

の点
てん

字
じ

化
か

の推
すい

進
しん

や、点
てん

字
じ

出
しゅっ

版
ぱん

物
ぶつ

そ

の物
もの

の絶
ぜっ

対
たい

量
りょう

の増
ぞう

加
か

につとめるとともに、Ｉ Ｔ
あいてぃー

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に活
かつ

用
よう

した 情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

の充
じゅう

実
じつ

につとめる必
ひつ

要
よう

がある。 

 

④中
ちゅう

学
がっ

校
こう

夜
や

間
かん

学
がっ

級
きゅう

 

 

同
どう

和
わ

地区
ち く

出
しゅっ

身
しん

者
しゃ

、在
ざい

日
にち

韓国
かんこく

・朝
ちょう

鮮
せん

人
じん

、障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

、差
さ

別
べつ

や貧困
ひんこん

などのさまざまな原因
げんいん

により義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

を 修
しゅう

了
りょう

することができ

なかった人
ひと

々
びと

や、学
がく

齢
れい

超
ちょう

過
か

などにより除
じょ

籍
せき

になった生
せい

徒
と

を対
たい

象
しょう

として、義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

を受
う

ける場
ば

として 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

夜
や

間
かん

学
がっ

級
きゅう

が設
せっ

置
ち

され

ている。 

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

夜
や

間
かん

学
がっ

級
きゅう

は、戦
せん

後
ご

の一
いち

時
じ

期
き

、夕
ゆう

刻
こく

の補
ほ

習
しゅう

授
じゅ

業
ぎょう

という形
けい

式
しき

で設
もう

けられていたときがあった。 

大
おお

阪
さか

府
ふ

では、昭
しょう

和
わ

44(1969)年
ねん

に、15歳
さい

以
い

上
じょう

の義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

未
み

修
しゅう



  

了
りょう

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

とした 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の二
に

部
ぶ

授
じゅ

業
ぎょう

の形
けい

態
たい

で設
せっ

置
ち

されたのが

はじまりである。平成
へいせい

2(1990)年
ねん

の「国際
こくさい

識
しき

字
じ

年
ねん

」の取組
とりくみ

の中
なか

で、

新
あら

たに 2校
こう

が増設
ぞうせつ

された。平
へい

成
せい

16(2004)年
ねん

3月
がつ

時
じ

点
てん

では、府
ふ

内
ない

7市
し

11

校
こう

に夜
や

間
かん

学
がっ

級
きゅう

が設
せっ

置
ち

され、60学
がっ

級
きゅう

で 1,589人
にん

の生
せい

徒
と

が在
ざい

籍
せき

してい

る。 

在
ざい

籍
せき

者
しゃ

は在
ざい

日
にち

韓
かん

国
こく

・朝
ちょう

鮮
せん

人
じん

が多
おお

く、最
さい

近
きん

の特
とく

徴
ちょう

として中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

あるいは海
かい

外
がい

から新
あら

たに渡
と

日
にち

した定
てい

住
じゅう

外
がい

国
こく

人
じん

などがふえて

いる。 

義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

のめざすところの基
き

本
ほん

は、 生
しょう

涯
がい

をとおして学
まな

び続
つづ

け

ることのできる確
たし

かな学
がく

力
りょく

をつけるための学
がく

習
しゅう

指
し

導
どう

や、人
じん

権
けん

尊
そん

重
ちょう

の精
せい

神
しん

をふまえ、人
にん

間
げん

としての生
い

き方
かた

、あり方
かた

の指
し

導
どう

を通
つう

じた

人
じん

格
かく

形
けい

成
せい

への適
てき

切
せつ

な指
し

導
どう

・助
じょ

言
げん

・援
えん

助
じょ

を 行
おこな

う生
せい

徒
と

指
し

導
どう

などの 充
じゅう

実
じつ

をはかることにある。 

義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

を修
しゅう

了
りょう

できなかった人
ひと

々
びと

の事
じ

情
じょう

はさまざまであり、

義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

の基
き

本
ほん

をふまえながら、これらの人
ひと

々
びと

に応
おう

じた学
がく

習
しゅう

指
し

導
どう

が必
ひつ

要
よう

である。こうしたことから、関
かん

係
けい

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

および関
かん

係
けい

部
ぶ

局
きょく

と連
れん

携
けい

をはかりながら、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

夜
や

間
かん

学
がっ

級
きゅう

としてのあり方
かた

もふくめた検
けん

討
とう

を行
おこな

い、その学校
がっこう

教 育
きょういく

活動
かつどう

の充
じゅう

実
じつ

につとめる必
ひつ

要
よう

がある。 

 

３ 今
こん

後
ご

の基
き

本
ほん

方
ほう

向
こう

 

 

（１）基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん

 

 

識
しき

字
じ

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が学
がく

習
しゅう

をとおして自
みずか

らの生
せい

活
かつ

や文
ぶん

化
か

を高
たか

め、生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

へとつながる学
がく

習
しゅう

活
かつ

動
どう

であるとともに、指
し

導
どう

者
しゃ

自
じ

身
しん

も学
がく

習
しゅう



  

者
しゃ

とともに学
まな

んでいくものである。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

、指
し

導
どう

者
しゃ

をはじめとして、

だれもがいつでもどこでも学
まな

べる生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

をめざして、

識
しき

字
じ

を核
かく

として、就
しゅう

労
ろう

や地
ち

域
いき

参
さん

加
か

など、生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

を通
つう

じて社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

できる施
し

策
さく

の全
ぜん

庁
ちょう

的
てき

な展
てん

開
かい

につとめる。 

また、識
しき

字
じ

は、基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

にかかわる問
もん

題
だい

であることを府
ふ

民
みん

全
ぜん

体
たい

が

認
にん

識
しき

すべきものであることから、広
こう

報
ほう

、啓
けい

発
はつ

の 充
じゅう

実
じつ

に取
と

り組
く

むとと

もに、非
ひ

識
しき

字
じ

の状
じょう

況
きょう

にあっても社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

に不
ふ

自
じ

由
ゆう

することがない

よう、識
しき

字
じ

のバリアフリー化
か

などにつとめる必
ひつ

要
よう

がある。 

識
しき

字
じ

は国
くに

の施
し

策
さく

と密
みっ

接
せつ

に関
かん

連
れん

しており、国
くに

の積
せっ

極
きょく

的
てき

な対
たい

応
おう

が求
もと

め

られるものであることから、国
くに

に対
たい

し取
とり

組
くみ

の充
じゅう

実
じつ

をはたらきかけて

いく必
ひつ

要
よう

がある。 

 

（２）学
がく

習
しゅう

者
しゃ

への支
し

援
えん

 

 

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

を取
と

り巻
ま

く環
かん

境
きょう

はそれぞれことなっており、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のニ

ーズも一人
ひ と り

ひとりことなるものである。これらのニーズの把
は

握
あく

、学
まな

び

やすい場
ば

の提
てい

供
きょう

、ニーズにあった教
きょう

材
ざい

の開
かい

発
はつ

・提
てい

供
きょう

のほか、指
し

導
どう

者
しゃ

の養
よう

成
せい

などの支
し

援
えん

が求
もと

められている。 

また、市
し

町
ちょう

村
そん

などが設
せっ

置
ち

する識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

級
きゅう

や、公
こう

共
きょう

、民
みん

間
かん

をふくめたさまざまな識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

級
きゅう

に対
たい

しては、府
ふ

内
ない

のさまざ

まな識
しき

字
じ

関
かん

係
けい

団
だん

体
たい

により組
そ

織
しき

されている「識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

連
れん

絡
らく

会
かい

」を

はじめとした民
みん

間
かん

識
しき

字
じ

関
かん

係
けい

団
だん

体
たい

などとの連
れん

携
けい

を深
ふか

め、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のニー

ズにあった教
きょう

材
ざい

の提
てい

供
きょう

などの支
し

援
えん

につとめる。 

また、識
しき

字
じ

に関
かん

する 情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

や発
はっ

信
しん

など、「識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

セン

ター」をとおして識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

級
きゅう

への支
し

援
えん

をはかる。 



  

さらに「第
だい

3次
じ

大
おお

阪
さか

府
ふ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

計
けい

画
かく

」にもとづき、障
しょう

害
がい

者
しゃ

に対
たい

する

ＩＴ
あいてぃー

活
かつ

用
よう

の支
し

援
えん

を 行
おこな

うなど、障
しょう

害
がい

者
しゃ

のコミュニケーションの確
かく

保
ほ

につとめる。 

このような学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のニーズにこたえるためには、府
ふ

民
みん

の積
せっ

極
きょく

的
てき

な参
さん

加
か

が求
もと

められるため、ボランティアの養
よう

成
せい

をはじめ、コーディ

ネーターなど指
し

導
どう

者
しゃ

養
よう

成
せい

のための研
けん

修
しゅう

や交
こう

流
りゅう

につとめる必
ひつ

要
よう

があ

る。 

 

（３）「識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

センター」の充 実
じゅうじつ

・活用
かつよう

    

 

「識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

センター」は、大
おお

阪
さか

府
ふ

や大
おお

阪
さか

市
し

、識
しき

字
じ

に取
と

り組
く

む関
かん

係
けい

団
だん

体
たい

が、①啓
けい

発
はつ

 ②情
じょう

報
ほう

の収
しゅう

集
しゅう

・提
てい

供
きょう

 ③指
し

導
どう

者
しゃ

養
よう

成
せい

 ④教
きょう

材
ざい

開
かい

発
はつ

 ⑤調査
ちょうさ

・研
けん

究
きゅう

 ⑥交流
こうりゅう

 ⑦相談
そうだん

の七
なな

つの機
き

能
のう

をそれぞれが持
も

ちよ

り、識
しき

字
じ

の取
とり

組
くみ

や方
ほう

法
ほう

を 集
しゅう

積
せき

･提
てい

供
きょう

･発
はっ

信
しん

し、府
ふ

内
ない

各
かく

地
ち

の識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

級
きゅう

の支
し

援
えん

を行
おこな

うなど中
ちゅう

心
しん

的
てき

な機
き

能
のう

を担
にな

っている。 

センターは、大
おお

阪
さか

府
ふ

などセンターの機
き

能
のう

を担
にな

う団
だん

体
たい

とさまざまな

活
かつ

動
どう

をサポートするボランティアとの協
きょう

働
どう

による運
うん

営
えい

という、先
せん

駆
く

的
てき

、先
せん

導
どう

的
てき

な活
かつ

動
どう

をめざしている。 

平
へい

成
せい

15(2003)年
ねん

2月
がつ

にはセンターのホームページを開
かい

設
せつ

し、府
ふ

内
ない

各
かく

地
ち

の識
しき

字
じ

学
がっ

級
きゅう

の紹
しょう

介
かい

や交
こう

流
りゅう

会
かい

などの情
じょう

報
ほう

、ボランティア希
き

望
ぼう

者
しゃ

、

指
し

導
どう

者
しゃ

への情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

など、識
しき

字
じ

に関
かん

するさまざまな 情
じょう

報
ほう

を発
はっ

信
しん

し

ている。また、識
しき

字
じ

に関
かん

するさまざまな相
そう

談
だん

に応
おう

じるとともに、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

どうしの交
こう

流
りゅう

会
かい

や、コーディネーター、ボランティアの研
けん

修
しゅう

会
かい

の

紹
しょう

介
かい

などを行
おこな

っている。 

文
も

字
じ

の読
よ

み書
か

きや計
けい

算
さん

などに苦
くる

しんでいる人
ひと

々
びと

や新
あら

たに渡
と

日
にち

して



  

日
に

本
ほん

語
ご

会
かい

話
わ

などに不
ふ

自
じ

由
ゆう

している定
てい

住
じゅう

外
がい

国
こく

人
じん

などに対
たい

して、それぞ

れのニーズに応
おう

じた識
しき

字
じ

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の 情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

することに

より、識
しき

字
じ

問
もん

題
だい

などの解
かい

決
けつ

に向
む

けた取
とり

組
くみ

を進
すす

めていく。 

 

４ 推進
すいしん

体制
たいせい

 

 

大
おお

阪
さか

府
ふ

においては、「国際
こくさい

識
しき

字
じ

年
ねん

」にかかわる識
しき

字
じ

施
し

策
さく

について、

平成
へいせい

2(1990)年
ねん

2月
がつ

に関係
かんけい

14課
か

（室
しつ

）からなる「大
おお

阪
さか

府
ふ

国際
こくさい

識
しき

字
じ

年
ねん

推進
すいしん

会
かい

議
ぎ

」（以下
い か

「推進
すいしん

会
かい

議
ぎ

」という。）を設
せっ

置
ち

し、大
おお

阪
さか

府
ふ

における連絡
れんらく

調
ちょう

整
せい

をはかり、総合的
そうごうてき

かつ効
こう

果
か

的
てき

に推進
すいしん

するための体制
たいせい

を整
せい

備
び

し

た。その後
ご

の 充
じゅう

実
じつ

強
きょう

化
か

などをへて現在
げんざい

18課
か

（室
しつ

）となっており、

今
こん

後
ご

とも、本
ほん

指
し

針
しん

をふまえて識
しき

字
じ

施
し

策
さく

の推進
すいしん

につとめていく。 

識
しき

字
じ

施
し

策
さく

を効果的
こ う か て き

に実
じっ

施
し

するため、府
ふ

内
ない

の識
しき

字
じ

関係
かんけい

団体
だんたい

により組
そ

織
しき

された「識
しき

字
じ

・日
に

本
ほん

語
ご

連絡会
れんらくかい

」をはじめとした N P O
えぬぴーおー

などの民間
みんかん

識
しき

字
じ

関係
かんけい

団体
だんたい

との連携
れんけい

や、大学
だいがく

などの研 究
けんきゅう

機
き

関
かん

との連携
れんけい

につとめる

必要
ひつよう

がある。 

現在
げんざい

の識
しき

字
じ

関連
かんれん

施
し

策
さく

の事
じ

業
ぎょう

実
じっ

施
し

主
しゅ

体
たい

は市
し

町
ちょう

村
そん

であり、府
ふ

として

もこれら市
し

町
ちょう

村
そん

との連携
れんけい

を密
みつ

にしながら施
し

策
さく

の展開
てんかい

につとめる。 

また、市
し

町
ちょう

村
そん

における識
しき

字
じ

活動
かつどう

の推進
すいしん

をはかるため、国
くに

の情
じょう

報
ほう

な

どの提
てい

供
きょう

につとめるとともに、大
おお

阪
さか

府
ふ

識
しき

字
じ

教
きょう

育
いく

担
たん

当
とう

者
しゃ

連絡
れんらく

会
かい

議
ぎ

な

どをとおして市
し

町
ちょう

村
そん

への識
しき

字
じ

施
し

策
さく

推進
すいしん

のはたらきかけを行
おこな

うよう

つとめる。 

 

 

 

 


